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大仙市立 西仙北中学校
学校通信

平成26年6月12日
No.10

平成26年度
大曲仙北中学校総合体育大会

組合せ 決まる

６月６日(金)，標記の件について大曲中学校に
て各部会が開催されました。その組合わせ結果に
ついてお知らせします。

◎ 第８０回記念全県少年野球大会
大曲仙北地区予選大会 第３地区 神岡球場

１日目 6月２０日(金)
第１試合 10:00 平和－南外
第２試合 12:30 協和－西仙北

２日目 6月21日(土)
決 勝 10:00

◎ バレーボール(女子）サンスポーツランド協和
体育館
Ｃゾーン 協和，大曲西，西仙北，西明寺

１日目 6月20日(金)
第４試合 12:40～ 西仙北－西明寺
第６試合 14:40～ 協和 －西仙北

２日目 6月21日(土)
第５試合 13:30～ 大曲西－西仙北

３日目 決勝トーナメント
◎ バスケットボール(男子）美郷中学校体育館
１日目 6月20日(金)

第２試合 10:15 西仙北－平和
２日目 6月21日(土)

第３試合 11:30 西仙北－中仙
３日目 決勝リーグ
◎ ソフトテニス(女子)大仙市営テニスコート
１日目 6月20日(金)
団体戦 １豊成 ２西仙北 ３中仙で予選リーグ

決勝トーナメント 9時開始
２日目 6月21日(土) 個人戦 8時半開始
３日目 6月22日(日) 個人戦 9時開始
◎ ソフトテニス（男子スポ少）
２日目 6月21日(土) 個人戦
３日目 6月22日(日) 個人戦
◎ 卓球（男子）
１日目 6月20日(金) 美郷総合体育館リリオス
団体戦 ①大曲南 ②西仙北 ③豊成 ④太田
対戦順 ①－④ ②－③ 10時15分開始

①－③ ②－④
①－② ③－④

個人戦
２日目 6月21日(土) 個人戦・団体戦決勝リーグ
３日目 6月22日(日) 個人戦 2・3日目9時40分開始
◎ バドミントン
１日目 6月21日（土）大曲体育館
団体戦 男子 ３校リーグ戦

10:00 美郷－西仙北
11:00 西仙北－大曲
12:00 大曲－美郷
13:00 個人戦

女子 ４校トーナメント
10:30 大曲－西仙北 美郷－平和
11:30 決勝 ３位決定戦

13:00 個人戦
２日目 6月21日（日） 個人戦
◎ 柔道(男子スポ少１名)ふれあい体育館
１日目 6月21日(土)
団体戦 Ｂチーム(美郷中と合同)
２日目 6月22日(日) 個人戦
※両日とも10時開始
◎ 剣道(男子スポ少2，女子スポ少1)大曲中体育館
1日目 6月21日(土) 個人戦9時50分
2日目 6月22日(日) 団体戦9時10分

交流戦 男子(生保内，角館，西仙北合同)
女子(大曲,大曲南,美郷,西仙北合同)

地域の皆様の応援方よろしくお願いいたします。

全校朝定例集会

今週のお題は「郡市総体でがんばりたいこと」
です。各学級の代表が発表してくれましたので，
紹介します。

◇３年生
Ａ組 伊藤柊さん
郡総体でがんばりた

いことは，チームのみ
んなと一丸になって全
県に行きたいと思って
います。残り短い期間
での練習で，どれだけ練習をがんばれるか努力し
ていきたいです。
Ｂ組 鈴木秀人さん
僕が郡総体でがんばりたいことは，カットイン

です。僕はロングシュートなどは苦手なので，カ
ットインでどんどん攻めていきたいです。チーム
の目標は，相手チームに走り勝つことです。どの
チームより走り勝ちたいです。そのためには自分
が一番走りたいと思います。
Ｃ組 井上大貴さん
僕が郡総体でがんばりたいことは個人戦です。

個人戦ではベスト16まで残って全県に行けるよう
に日々の練習をがんばって，少しでも強くなれる
ようにしたいです。団体戦でも，全県に行けるよ
うに，チームでもっと声を出してがんばりたいで
す。
◇２年生
Ａ組 田村愛美さん
私が今回の郡総体でがんばりたいことは，環境

づくりと声出しです。声出しでは，コートの上の
選手を支えられるように，応援していきたいです。
環境づくりでは，練習がしっかりと効率よくすす
めていけるようにしたいです。私は，今回の郡総
体では，コートの上に立ってプレイする選手では
ないと思います。コートの脇から選手を支えられ
るよう，自分でできる限りのことをやっていきた
いです。
Ｂ組 伊藤陽介さん
今回の郡総体でがんばりたいことは，一年間や

ってきた練習の成果をしっかりと出すことです。
春季大会では，自分の思うように試合ができなか
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ったので，今回の郡総体では，力を精一杯発揮で
きるようにがんばりたいです。３年生は，今回の
郡総体が最後なので，悔いが残らないよう，応援
などをしっかりやりたいです。
◇１年生
Ａ組 後藤明華さん
私が今回の郡総体でがんばりたいことは，声出

しです。コートの上にいる先輩たちに聞こえるよ
うな大きな声で応援したいです。また，練習がス
ムーズにいくように，先輩たちをサポートしてい
きたいです。
Ｂ組 佐藤愛美さん
私が郡総体でがんばりたいことは，今できるこ

とを精一杯やることです。一緒に試合をするペア
の人に声を掛け合って，元気にプレイできるよう
にしたいです。初めての大会で緊張するかと思い
ますが，残り少ない時間を大切に使い，練習して
いきたいです。

発表後に，三人の生徒から感想発表がありまし
た。
◇３年Ｃ組 後藤杏樹さん
皆さんの発表を聴いて，私も郡総体への目標が

あるので，その目標に向かって，今できることを
精一杯がんばりたいと思いました。
◇２年Ａ組 田口輝さん
昨日，キャプテンからの指示で，声を出そうと

いうことだったので，全体的には，もっと声を出
して，個人的には団体戦メンバーに出ているとい
う誇りをもってがんばりたいです。
◇１年Ｂ組 佐々木克彬さん
みんな，それぞれの目標をもって，それに向か

って取り組んでいたのですごいと思いました。自
分も，自分の目標に向かって，がんばっていきた
いと思いました。

心に響く小さな５つの物語から

図書室に藤尾秀昭 文の「心に響く小さな５つ
の物語」(致知出版社)が入りました。その中の第
二話を紹介します。心打たれるお話です。

第二話 「喜怒哀楽の人間学」

少年は両親の愛情をいっぱいに受けて育てら
れた。
殊(こと)に母親の溺愛は

できあい

近所の物笑いの種になるほどだった。

その母親が姿を消した。
庭に造られた粗末な離れ。
そこに籠(こ)もったのである。
結核(けっかく)を病(や)んだのだった。

近寄るなと周りは注意したが，
母恋しさに少年は
離れに近寄らずにはいられなかった。

しかし，母親は一変していた。

少年を見ると，ありったけの罵声を浴びせた。
ば せい あ

コップ，お盆，手鏡と手当たり次第に投げつけ
る。

青ざめた顔。
長く乱れた髪。
荒れ狂う姿は鬼だった。

少年は次第に母を憎悪するようになった。
ぞう お

哀(かな)しみに彩(いろど)られた憎悪だった。

少年六歳の誕生日に母は逝った
い

「お母さんにお花を」

と勧める家政婦のオバサンに，
すす

少年は全身で逆(さか)らい，
決して枢(ひつぎ)の中を見ようとはしなかった。

父は再婚した。
少年は新しい母に愛されようとした。
だが，だめだった。
父と義母(ぎぼ)の間に子どもが生まれ，
少年はのけ者になる。

少年が九歳になって程なく，父が亡くなった。
ほど

やはり結核だった。

その頃から少年の家出が始まる。
公園やお寺が寝場所だった。
公衆電話のボックスで
体を二つ折りにして寝たこともある。
そのたびに警察に保護(ほご)された。

何度目かの家出の時，
義母は父が残したものを処分し，家をたたんで
蒸発(じょうはつ)した。
それからの少年は施設を転々とするようにな
る。

十三歳の時だった。
少年は知多半島の少年院にいた。
もういっぱしの「札付(ふだつ)き」だった。

ある日，少年に奇蹟の面会者が現れた。
き せき

泣いて少年に枢の中の母を見せようとした
あの家政婦のオバサンだった。

オバサンはなぜ母が鬼になったのかを話した。
死の床で母はオバサンに言ったのだ。

「私は間もなく死にます。
あの子は母親を失うのです。
幼い子が母と別れて悲しむのは，
優しく愛された記憶があるからです。
憎らしい母なら死んでも悲しまないでしょう。
あの子が新しいお母さんに可愛がってもらうた
めには，
死んだ母親なんか憎ませておいたほうがいいの
です。
そのほうがあの子は幸せになれるのです」

少年は話を聞いて呆然とした。
ぼうぜん

自分はこんなに愛されていたのか。
涙がとめどもなくこぼれ落ちた。
札付きが立ち直ったのはそれからである。

作家・西村 滋 さんの少年期の話である。
しげる

喜怒哀楽に満ちているのが人生である。

喜怒哀楽に彩られたことが次々に起こるのが人
生である。
だが，その表面だけを掬い取り，

すく

手放しで受け止めてはなるまい。
喜怒哀楽の向こうにあるものに思いを馳せつ

は

つ，
人生を歩みたいものである。
その時，人生は一層の深みを増すだろう。
われわれが人間学を学ぶ所以(ゆえん)もそこに
ある。

中江藤樹の言葉がある。
なかえとうじゆ

「順 境 に居ても安んじ，
じゆんきよう

逆境(ぎゃっきょう)に居ても安んじ，
常に担蕩々(たんとうとう)として苦しめる処なし。

ところ

これを真楽(しんらく)というなり。
萬(よろず)の苦を離れてこの真楽を得るを学問の
めあてとす」


